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b）ほ乳類頭蓋比較展示（図５）
ⅰ）生体との違い：角の有無

動物園で親しみのある動物である、キリン・サイには、生体においてはそれぞれ角がみられる。キリンの頭頂部の角
は骨格標本になっても頭蓋の一部として観察可能である。一方でサイの場合鼻上部に角を持つが、角の成分が骨と
は異なり骨格標本になると頭蓋には残らない。生体においてはそれぞれ「角」として認識される器官が、骨になった場
合どのように見えるかを認識してもらうために各1頭ずつの頭蓋・下顎骨を並列して展示を行っている。
ⅱ）食べ物・生態による違い

食料獲得や食べ物そのものの違いに起因する眼窩の位置・歯牙のかたちなど様々な頭蓋の形態の差異を理解し
てもらうため、肉食獣と草食獣の頭蓋骨を各３点展示している。加えて、野生のイノシシとブタの雌雄それぞれを展示
し、鼻部の短縮化・犬歯の退化など家畜化に伴う変化を認識してもらうために展示している。
ⅲ）全身骨格比較展示

家畜としてなじみ深い馬・牛の交連骨格標本を周囲360度いずれの方向からも観察可能な状態で並列して展示を
行っている。これらの２種は偶蹄目と奇蹄目で四肢の形態や上顎前歯の有無、歯牙の本数、大腿骨の第３転子など
様々な骨の数・形が異なっており、観覧者により着眼部位が異なることが予測される。

本展示に関しては、以上の通り展示製作者の誘導形の展示ではなく半誘導・半自発型の展示を意図し、展示を
行った。本来であれば展示意図の効果を確認すべく形態差異への興味や認識度を「誘導型」と「自発型」の展示双
方でアンケートを行って確認する必要があるが、現段階では行うことができていない。当館では残念ながら未だ正式
な展示空間の建設にいたっておらず、本展示に関しても常時公開できていないため、次回の公開にあわせてアンケー
トを用いた観覧者の認識度の調査を行いたい。
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